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脱炭素化へ向けた個々のお客様に
応じた道筋

各船舶毎に適切
なソリューショ
ンを選択

2021
現在

2030
- 40% 二酸化炭素排出原単位

2050
-70% 二酸化炭素排出原単位
50% 総温室効果ガス排出量

2023
EEXI

脱炭素化戦略

将来性のある新造船

既存船舶の延命

Charging towards decarbonisation webinar
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エンジン最適化と

燃料の柔軟性

省エネ機器電化

各船舶に適したソリューション

Charging towards decarbonisation webinar
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なぜ電化なのか?
将来の運航プロファイルに対する柔軟性

過去

計画船速とドラフト

減速航海導入後には最適
でない設計

現在

現在の運航プロファイル

脱炭素化への動きは次の
減速をもたらすでしょう
か？

今後

潜在的な運航プロファイル

様々な運航プロファイル
と電源を許容します

推進システムの設計

時間
%

速度

時間
%

速度

時間
%

速度

Charging towards decarbonisation webinar
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今後の推進システムのコンセプト
エンジン中心からソフトウェア中心の設定へ

パフォーマンス重視のエネルギーマネジメントシステム（EMS）は船舶の新しいソフトウェアの
一つであり安全重視のパワーマネジメントシステム（PMS）の上にあります

Charging towards decarbonisation webinar
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ばら積み貨物船
ハイブリッドディーゼルメカニカル CPP

ベース事例: 2S と FPP

バルチラソリューション: 4S とハイブリッド PTO/PTI

統合ソリューションの主な機能と利点：

• お客様の運航モードのための最適化
• 港湾の出入港および荷役時のゼロエミッション
• 将来的に他の電力源を接続する可能性
• PTIの利用による推進の冗長性
• 主機の可変速運転と軸発電機の安定した周波数
• 安定したエンジン負荷のためのピークシェービング

• 搭載動力削減 ~10%

• 運転時間削減 ~12% 

• 燃料消費削減 ~15%

• 総 CO2排出削減 ~20%

Charging towards decarbonisation webinar
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230M 貨物フェリー
ハイブリッドディーゼルメカニカル CPP

Wärtsilä scope

ベース事例: 4 x 4S と CPP

バルチラソリューション: 4S とハイブリッド PTO/PTI

統合ソリューションの主な機能と利点：

• ピークシェービングによる安定した主機負荷
• バッテリーと軸発で、発電機エンジンの運転時間の短縮
• 将来に備えた陸電からの充電設備
• VFD + FPセットアップによる、スラスタの
エネルギー損失の低減

• 搭載動力削減 ~16%

• 運転時間削減 ~20% 

• 総 CO2 排出削減 ~7%

• 総 NOx 排出削減 ~13%

• 総運用経費節約 ~8%

Charging towards decarbonisation webinar
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60台積み旅客フェリー
ハイブリッド電気推進

ベース事例: 4S 電気推進
バルチラソリューション: 4S 電気推進ハイブリッド

統合ソリューションの主な機能と利点：

• 中速発電機とバッテリーによる燃料節減を実証
• 港湾内におけるグリーンモード
• 運航プロファイルに基づくエネルギー計算
• 単一サプライヤのシステム責任

• 運転時間削減 ~20% 

• 総 CO2 排出削減 ~3% 

• 燃料消費の節約 ~3% 

• 総運用経費節約 ~5% 

Charging towards decarbonisation webinar



© Wärtsilä

完全電動化フェリー

ベース事例: 4S 電気推進またはプロペラ推進
バルチラソリューション: フル電動化

統合ソリューションの主な機能と利点：

• 完全な電動運転、ゼロエミッション
• 船舶と陸電システムの統合
• エネルギー消費の最適化
• サービスの可用性

Charging towards decarbonisation webinar
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戦略的アプローチの検討

アップグレード又は新造船

既存船舶と企業戦略のための新造船または改造の

可能性を評価します。

電力システムの強化。

今日のすべての新造船の最も簡単な電力システム

強化は、EEDIと燃料消費量を削減するPTO/PTI 軸

発電機システムです。

各船舶毎に適切な
ソリューション
を選択

2021
Today

2030
- 40% carbon intensity

2050
-70% CI & -50%

in total GHG

2023
EEXI

脱炭素化戦略

将来性のある新造船

既存船舶の延命

柔軟性

電気推進システムは、将来の運航プロファイルと

電力源に対して最も柔軟です

ハイブリッド

多くの船種にとって、ハイブリッド推進システム

は、優れたROIと排出ガス低減を備えた経済的に

実現可能なオプションです。

将来の船舶設計

すべての新造船は陸電に接続できるべきです。

今後10年間で、世界中の多くの港で使用することが

義務付けられるようになります（現在はLAのみ）

データと洞察

中央のデータ収集ユニットがすべての船舶システム

を監視し、リモート監視、リモートサポートとパ

フォーマンス分析を可能にします

Charging towards decarbonisation webinar
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計算例

Charging towards decarbonisation webinar
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運航プロファイルと船舶の要件

time

sp
ee
d

po
we
r

25/04/202215

設計最適化のプロセス
データ重視の設計 最適化された

システム定義

システムの機能
仕様

将来を見据えた
優れたパフォーマンスと柔軟性

Charging towards decarbonisation webinar



© Wärtsilä© Wärtsilä 25.4.2022 EEXI compliancy solutions through power limitation16

出力制限による
バルチラの EEXI 規制向けソリューション
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船舶がEEXI 規制準拠のための
最適なソリューション

省エネ技術エンジンの最適化と

燃料の柔軟性

電化出力と船速の制限

コンプライアンス、効率改善コンプライアンス

EEXI compliancy solutions through power limitation
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EEXI規制に準拠するために設計最大運航速度の低減

• 主機推進力はEEXIの計算式で最も影響のある要素であり、設計最大運航速度を下げる
ことは、2023年からの規制に対する迅速かつ容易なソリューションです。

• エンジン出力を制限することにより、船舶の運用プロファイルにまったく影響がない、
または非常に限定的な影響でEEXI規制へ対応が可能です。

• バルチラの出力制限ソリューションは、新しい規則対応のためのアップグレードの
パッケージです。
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あらゆる推進デザインにも適用可能な、出力制限のための最適な
アップグレードソリューション

バルチラ出力制限ソリューション
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バルチラ出力制限ソリューションの利点

確実な法令順守

コンプライアンスを満たすため
の迅速で簡単なソリューション

簡単な設置 信頼性

安定した安全な運用を
保証

寄港中に行うことができ、
ドライドックへの入渠不要
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バルチラ推進技術による効率改善

• 推進技術の統合により、推進力の大幅な効率改善を可能にする「統合効率パッケージ」を市場に提供しており、これらは

新造船および既存船にご提案することが可能です。.

• 推進関連の製品と船舶設計、デジタルツールとの相乗効果

• ライフサイクル：ライフサイクル中の効率パッケージの保守およびレトロフィットによる効率の改善
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バルチラ
空気潤滑システム
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シルバーストリーム®空気潤滑システム

30/09/202124

• 船舶の摩擦抵抗の低減
• エネルギー効率に優れたスクリューコンプレッサーを使用することで、システム全体の効率を向上
• 実質効率改善は5-10%

• エアー潤滑システムはオン/オフを切り替えることができます
• 現場で最高の可用性を備えたシステム
• EEDI / EEXI（カテゴリB-1）の大幅な低減

バブルのカーペット

水と空気の分断
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利点

25

o EEDI/EEXI 規制対応技術

o 摩擦抵抗の低減を保証

o LR、HSVA、サウサンプトン大学、カーニバル、シェルにより

節減効果検証済み

o 運用の柔軟性-燃料節約の代わりに船速を上げるオプション

o 脱炭素化– CO2削減、CO2減税

o 騒音、振動、汚れの低減（R＆D）

o バルチラによって開発保守されている制御システム

o バルチラのグローバルネットワークによるサービスサポート、

30/09/2021
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空気潤滑システムの実績表

4/25/202226

Silverstream System ALS Project Reference List Update: 11.01.2021

受注 隻数 追加 船名 船主 船型 造船所 造船国 船級
新造船
または
レトロ

ARU数 省エネ

2014 1 MT Amalienborg Dannebrog Rederi A/S
プロダクト
タンカー

Fayard Denmark RINA Retrofit 14 5.1%

2016 1 Norwegian Joy Norwegian Cruise Lines 客船 Meyer Werft Germany DNV GL Newbuild 14 4%

2016 1 Diamond Princess Princess Cruises 客船 Sembcorp Singapore LR Retrofit 14 >5%

2018 9 5th Gen Green Vessels Grimaldi Group RoRo船 Jinling China RINA Newbuild 12 4-7%

2019 1 Sapphire Princess Princess Cruises 客船 Sembcorp Singapore LR Retrofit 12 >5%

2019 3 5th Gen Green Vessels Finnlines RoRo船 Jinling China RINA Newbuild 12 4-7%

2020 1 XLH Class MW S716 P&O Cruises 客船 Meyer Werft Germany RINA Newbuild 14 >5%

2020 1 Patricia Camilla Shell LNG船 Sembcorp Singapore ABS Retrofit 16 6.6%

2020 14 6 LNG Shell - Various Charterers LNG船 HHI Korea DNV GL Newbuild 16 6-8%

2020 1 VLOC
Brazilian Mining 
Company

VLOC NTS China KR Newbuild 20 4-7%

2020 2 RoPax Finnlines RoPax船 Weihai China RINA Newbuild 12 4-7%
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ローターセイル
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マグヌス効果

28

• マグヌス効果–シリンダーが気流（風）の
中で回転すると推力が発生します

• ローターセイルはマグヌス効果を利用
して推力を発生させ、船の推進を
アシストします

• 推進加勢により、船は主機の出力を下げ
ることができ、その結果、燃料消費量と
排出量を削減できます。

• 通常の燃料消費量と排出量の最大25％の
軽減（推進力の最大20％*）

*ケース：グローバルルートに基づくKamsarmaxの2つのローター

空気はロー
ターの前方に
加速されます
–低圧

空気はローターの後
方で減速されます

–高圧

風向き

推力

推力は風の角度と風速に依存します：船体横方向の風がより高い推力を与
えます

30/09/2021
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実績: M/V AFROS

4/25/202229

結果

航海日数 518

航海距離 174,839 マイル

最長航海距離 9000マイル（4 回）

寄港 40

ローターによる
遅延

0

ローター回転数 >227,000,000

• 64,000DWT ウルトラマックス型ばら積み船、2018年1月に4本の
ローターセイルを設置

• 最適化されておりません（直径2,1 m x 高さ18 mのローター4本）
• 平均の 4-7%の節約

>99%
ローターの
稼働状況

ローターのオンとオフ（黒）の繰り返し
に対する船速（青と緑) の速度: ローター
がオンになると、船の速度は ~0.5ノット
増加します。

同じテストの主機出力（青）
• ローターがオンになると、主機出力
が 200 kW 減少します（船舶は 12.5
ノットで航行していますが、200 kW 
出力を低減しています）。

• 燃料節減は、約12%です。
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バルチラの将来の燃料技術と製品開発

メタノールとアンモニアを燃料とした
海洋業界の脱炭素化
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マリンパワー技術開発 –メタノール

WÄRTSILÄ DEVELOPMENT ROADMAP

2019 2020 2021 2022 2023

マリンとエナジー事業
燃料戦略開発

ステナゲルマニカ –第一期メタノール

目標
• バルチラ社の将来の燃料戦略

目標
• 2015年 - ステナライン社、ステナゲルマニカ
のメタノール運転への改造, ZA40 エンジン

• メタノール燃料による船舶の商業運航

ギャップ
• 技術と製品開発、燃料の入手可能性と価格
設定との市場需要の調整を可能にできるか

目標
• 工業化技術の達成 -W32エンジンに
適用する製品開発

目標
• 燃料消費量と排出量の両方を削減する
ことでライフサイクルコストを削減

目標
• 搭載されているエンジンを改造する技術
の開発

技術開発 –第4期メタノール

技術開発 – 第3期メタノール

W32 –第2期メタノール
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2022 2023 2024 2025 2026

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

メ
タ
ノ
ー
ル

W20

W32

W46 / W46F

W46TS

ZA40S

DS

S D

S D

S D

DS

S 受注開始 D 新造初号機出荷1)

マリンパワー製品開発 –メタノール

WÄRTSILÄ DEVELOPMENT ROADMAP

D 改造初号機開始

D

* 免責事項: 十分な技術の進歩と品質を条件として、これらの開発で最大限の安全性を確保しながら、開発において次の事が考えられます。エンジンモデルとタイムラインの両方が、市場の需要やその他
の影響要因に基づいて変更される可能性があることがあります。

現在の状況

技術開発
燃焼技術の開発, 

将来の燃料で運転するための燃料システム、
自動化システム、および安全機能

製品開発
W32 メタノールエンジン

市場導入可能出荷予定は 2023年

現在の計画

製品開発
特定の製品タイプへ技術適用

開発のロードマップ*

示された製品の時期は
変更されることもあります

展望

工業化するためのソリューション
将来の燃料で運転するエンジンの製品群で

海洋業界を脱炭素化する

それはいつか
メタノールが顧客の需要を満たすための

インフラともに利用可能で、
これらの燃料が経済的に成り立つ

バージョン: 1.1.22

承認: Jan 2022

1) 対応する改造用パッケージは、数か月後に最初の出荷となります
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マリンパワー技術開発 –アンモニア

WÄRTSILÄ DEVELOPMENT ROADMAP

2020 2021 2022 2023 2024

目標
• アンモニアとA重油と水素の
混合燃料の燃焼の調査

目標
• 燃焼と性能のテスト、異なるエン
ジンコンセプトによる最適化

目標
• 燃料システム、エンジンシステム、
および排ガスシステムの安全要件の
調査

目標
• アンモニアで運転するためのエンジン
テストと最適化、エンジン運転の
デモンストレーション

修士論文
アンモニアエン
ジンの安全性

目標
• 燃焼と性能のテスト、異なるエン
ジンコンセプトとエンジンプラッ
トフォームによる最適化

試験的実機 –船舶向けアンモニアエンジン

目標

• アンモニアで運転パイロット
プロジェクト用のエンジン開発

エンジンテストバーサ研究所

持続可能エナジーカタパルトセンターでの
エンジンテスト

燃料研究所テスト

エンジンテスト
バーサ研究所
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2022 2023 2024 2025 2026

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

ア
ン
モ
ニ
ア

1 W25

W31

W32 / W34

マリンパワー製品開発 –アンモニア

WÄRTSILÄ DEVELOPMENT ROADMAP

*免責事項: 十分な技術の進歩と品質を条件として、これらの開発で最大限の安全性を確保しながら、開発において次の事が考えられます。エンジンモデルとタイムラインの両方が、市場の需要やその他
の影響要因に基づいて変更される可能性があります。

現在の状況

技術開発

燃焼技術の開発、将来の燃料で運転する燃
料システム、自動化システム、および安全

機能

製品開発
早ければ2024年にアンモニアエンジンの

出荷が可能

現在の計画

製品開発
特定の製品タイプへの技術の適用

開発のロードマップ*

示された製品の時期は
変更されることもあります

展望

工業化するためのソリューション
将来の燃料で運転するエンジンの製品群で

海洋業界を脱炭素化する

それはいつか
アンモニアが顧客の需要を満たすための
インフラとともに利用可能で、
これらの燃料が経済的に成り立つ

S D

S D

S D

S 受注開始 D 新造初号機出荷2)D 改造初号機開始1) 燃料の体積ベースで40-60% ブレンド
2) 対応する改造用パッケージは、数か月後に最初の出荷となります

バージョン: 1.1.22

承認: Jan 2022
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本日のアジェンダ

April 2022

WÄRTSILÄ MARINE SYSTEMS
EXHAUST TREATMENT
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0.5%
硫黄酸化物

205020302020

-40%
温室効果ガス*

-50%
温室効果ガス*

-70%
温室効果ガス*

環境規制

グローバルフリート 一隻あたり一隻あたり

m-files://show/0E02D501-CB13-44D4-8C10-D52BED7738B4/0-2047?property=PG1F4A4DDE8CED4EDB982CC0C9D7C226E5
m-files://show/0E02D501-CB13-44D4-8C10-D52BED7738B4/0-2047?property=PG1F4A4DDE8CED4EDB982CC0C9D7C226E5
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現在と将来のエミッション課題へのバルチラの技術ロードマップ

CO2は地球温暖化を加速します。またCH4は、それ

を加速させる意味でCO2の28倍も強力です。

二酸化炭素

排出の種類 説明 規制

現在該当なし –ただし、将来的には

より厳しい規制が予想されます

窒素酸化物

NOxは、特に都市部の高度に汚染された地域（関連

する健康への影響を伴う）でのスモッグ形成の既知

の原因であり、自然界で酸性化と富栄養化を引き起

こします。

NOx ECA’s (2021年に拡大)

硫黄酸化物

SOx排出は酸性雨の一因となり、小さな二次粒子の

形成を促進します。

スクラバー

(Open Loop/ Hybrid)

粒子状物質の排出

PMの排出は、局所的な空気の質に影響を与え、小

さな粒子が呼吸器系に浸透して肺疾患を引き起こし、

さらに血液循環に浸透するため、人間の健康に影響

を与えます。

グローバルサルファキャップ + 

SOx ECA’s

CCS

EGR または SCR 
(Exhaust Gas Recycling or 

Selective Catalytic Reduction)

WESP
(Wet Electro-static Precipitator)

(Carbon Capture and Storage)

対策技術・製品

現在該当なし –ただし、将来的には

より厳しい規制が予想されます
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CCS

➢ バルチラは、近い将来排気ガス削
減システムが、海上での二酸化炭
素（CO2）排出量削減に直接関与
する可能性が高いと考えています。

➢ 技術の進歩に伴い、スクラバー
メーカーは炭素を回収するための
スクラバーの設計およびアップグ
レードを提案することが可能です。

➢ バルチラはノルウェーのモスにあ
るテスト施設で1MWのパイロッ
トプラントを稼働させ、さまざま
なシナリオと条件でCCSテクノロ
ジーをテストしています。
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船舶での使用を前提とした排ガスの炭素回収の基本的方法：

• 溶剤または吸着剤による吸収
• 膜（メンブレン）による分離
• 極低温プロセスでの分離

✙他の方法がすぐに発明される可能性あり

→溶媒による吸着・回収する方法は
現在最も技術的に成熟したソリューション

炭素回収の方法は?
基本理論

溶剤 / 

吸着剤

メンブレン

クライオジェニック

その他炭素
回収
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船舶での使用を前提とした排ガスの炭素回収の基本的方法：

• 溶剤または吸着剤による吸収
• 膜（メンブレン）による分離
• 極低温プロセスでの分離

✙他の方法がすぐに発明される可能性あり

→溶媒による吸着・回収する方法は
現在最も技術的に成熟したソリューション

炭素回収の方法は?
基本理論

溶剤 / 

吸着剤

メンブレン

クライオジェニック

その他炭素
回収
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アブゾーバー

処理後のガス

CO2 の圧縮
工程へ

希釈アミン

濃縮アミン

1. スクラバーを介した排ガスを冷却

2. WESPでPM（粒子状物質）を除去

3. 排ガスをアブソーバーの底部へ導入

4. 30％アミン水をアブゾーバー上部から注入

5. ガスとアミンを混合しCO2をアミンに吸着

6. CO2吸着処理後のガスを排出

7. リッチアミンは熱交換器を介しストリッパーへ

8. ストリッパー内カラムを下ってリボイラーへ

9. CO2をアミンから分離

10. 凝縮した水分を再度ストリッパーへ

11. 回収したCO2を圧縮工程へ

炭素回収の方法は?
溶剤ベースの場合 –要旨

リボイラー

• 弱アルカリ性アミンと弱酸性のCO2の混合
• 加熱で分解しやすい弱い結合状態を形成

スクラバー

ストリッパー

WESP
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パイロットケース
Solvang Clipper EOS

CCSのフルインストール

CO2回収率の目標： 70％

WESPの設置予定： 2022年Q2

CCS の設置予定： 2023年
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対応する船舶の種類

• スクラバー搭載船舶（HFO）

• LNG燃料船舶

• スクラバー非搭載船舶（MGO）

• メタノール燃料船舶

• CO2を排出する燃料を使用した船舶
メガコンテナ

フィーダーバルカー

LNGクルーズRoRo/RoPax

その他

タンカー
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CCSに関するお問い合わせは

バルチラジャパンのブース

東５ホール 5G-07、エグゾーストトリートメント担当までお申し付け下さい



WÄRTSILÄ VOYAGE

April 2022

(*) バルチラボヤージュは、バルチラ社においてデジタル製品を統括する部門です

本日のアジェンダ：

1.FOS (Fleet Operations Solution) による運航の可視化と最適化

2.バルチラ ボヤージュ(*)からのお知らせ
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1. FOS (Fleet Operations Solution)による運航の可視化と最適化

48 25.4.2022 [Insert classification]
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FOS (Fleet Operations Solution)とは

49 25.4.2022 [Insert classification]

船舶性能モニタ・評価

航海計画と運用

船陸間レポート
と情報共有

気象に応じた
ルート最適化

ECDIS 機能を軸とした
多機能ソフトウェアプロダクト：

• 安全性の向上

• クルー負担の軽減

• 船陸間の情報共有による状況可視化

• 運用・運航コストの最適化

これらを目的に開発され、現在世界で
1,000隻以上の採用実績あり
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FOS 導入のメリット

50 25.4.2022 [Insert classification]

特徴まとめ

• 配下フリート全船の過去燃費実績データの傾向と船ごと、レッグごとの実績を比較、数値化可能（Fleet Voyage Benchmarking）

• 気象・海象、到着時間を考慮した最適ルートの作成により消費燃料の最適化（Weather routing）

• ヌーンレポート入力支援機能でクルーの負担低減（Compliance & Reporting）

• パッセージプラン作成の大幅時短による省力化（Auto Routing）

• 過去、現在、予定航路をブリッジと陸上オフィス間でリアルタイムに共有し、状況を可視化（Tracking & Awareness）

• 船体、プロペラのデグラデーションを可視化し、保全作業や油脂類の補給時期の算出（Performance degradation）

• エンジンやその他の機器データをブリッジと陸上オフィス間でリアルタイムに共有し、透明性を向上（Machinery Analytics）

• 衝突回避アルゴリズムによる避航操船提案機能で安全性を向上（AIM)

• 全ての過去データをクラウド保存

• サブスクリプションで提供するため、大がかりな機器の設置や多額の初期投資不要

• API を介し、ERP連携による可視化機能向上

• 全アラート、ログ記録、ニアミス定量化、事故検証

上記サービスを機能毎に組合せてカスタマイズし、船舶のデジタル化を加速します。

基
本
機
能

追
加

そ
の
他
特
徴
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CUSTOMER EVENT PICTURES

25.4.2022 [Presentation name / Author]52

燃料
総消費量

NMあたり
燃料消費量

気象
影響

スピード
改善余地

ルート
改善余地

待機時間
改善余地
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CUSTOMER EVENT PICTURES

25.4.2022 [Presentation name / Author]53

船名 日時

スピード
改善余地

ルート
NMあたり
燃料消費量

1日あたり

補機エンジ
ン燃料消費

過去12か月分のエンジンスピード最適化による省燃費ポテンシャル

レッグ毎のデータ
待ち
時間

気象
要因

待ち
時間
(h)

1日あたり

ボイラー燃
料消費



© Wärtsilä

Machinery Analytics
NACOS Automation Systemsを介したデータアクセス

FOS モジュール

April 2022

54
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Wärtsilä FOS

55

船舶のオートメーションシステムとFOS との連携

オートメーションシステムの統合で陸上からのモニターが可能に

トルク、RPM、電力、タンク、ドラフト、温度、燃料流量、アラート類

その他連携が可能な項目

▪ 天気予報・水深データベース: 風、海流、温度データ

▪ ブリッジ情報: GPS,速度, ジャイロ, 水深, 風

▪ センサー入力: トリム, リスト, ベンディング, サージング, ローリング, 海況

▪ ログブック: マニュアルでオンボード入力されたデータ

*接続されたオートメーションシステムによって記録された一般的な接点数または変数：200-1000

活用可能な情報として表示

統合されたデータ取得・処理

アクセス管理*

柔軟な接続オプションと

サイバーセキュリティコンプライアンス
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価値提案（例）

オートメーションのデータに「知見」を加えると得られるもの:

項目 問題点 Wärtsiläの価値提案 削減額例

収益向上の
可能性

船舶1隻あたり年間オフハイヤー5日間

▪ スケジュールの信頼性への影響

▪ データアクセスを介して日数を削減可能？→予防的メンテナンス

▪ 保険料の低減

欠航の防止

船舶1隻あたり1–3日のオフ
ハイヤーリスクを軽減

500万円/年間

運用とパ
フォーマンス
の監視

主機エンジンの燃料消費量削減

▪ 透明性確保による行動の変化

▪ データに基づいてSFOCに影響を与える項目にタイムリーに対処する：不十分な
水冷水量、冷却空気量、エンジン吸気量など

主機燃料の3–5 % 削減
1800万円/年間

補器類の
最適化

補助の未最適化よるエネルギー損失。エンジン、ボイラー、エコノマイザー、換気

▪ 継続的な監視による検出と対処

▪ 機能不全の兆候のある機器の早期警告

複数の補機エンジンの過剰
稼働を75％削減

250万円/年間

▪ 燃料消費量の低減

▪ 機器類の健康状態への理解が深まる

▪ 予測/予防保守の改善と開発

▪ 運用コストの削減

▪ オフハイヤー日数のリスク低減
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フリート
全体の健
全度を色
別で表示

全船主機
の健全度
を色別で
表示

補器類そ
の他の健
全度を色
別で表示

概況 主機 補機 ボイラー スクラバー バラスト 過去アラーム

現在有効なアラートを船ごと、機器ごとに一覧表示

配下全船をリスト表示
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船舶毎、機器毎、レッグ毎のアラート実績とそ
れぞれのアラートの発出場所を海図上に表示

図示地点の絶対位置
と気象情報の表示

アラート概況と機器
毎の詳細情報の表示
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ライブ（リアルタイム）データ、トレンド、アラーム実績の表示が可能

FSOC SCOC 負荷 掃気圧 排気温度

各シリンダー毎の状況



© Wärtsilä INTERNAL66

トレンドデータ表示

主機ターボチャージャー回転数

主機掃気圧
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アラート表示
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AIM 意思決定支援システムによる衝突と座礁の回避
FOS モジュール

April 2022

68
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• 熟練した航海士のほとんどは、意思決定に十分な時間があり、航海に集中し、他の船舶、海図、環
境、航海機器などの状況のすべてを念頭に置いているため、衝突・座礁回避システムを必要としな
いかも知れません。しかし全ての航海士が最も熟練したレベルにあり、100％常に警戒しているわ
けではないのでは？

• 衝突や座礁に伴うニアミスは比較的頻繁に発生しています。当然ながら一部のお客様のご要望によ
り分析したデータを共有することはできませんが、今後の事故防止に役立てることはできます。

• 衝突・座礁回避システムによって防止できる単純なエラーの例は多数あります。

• 倦怠感のための集中力欠如

• COLREGの誤解

• アドバイスを求めることを躊躇/キャプテンを起こす

• ナビゲーション中の注意散漫/事務処理等との並行作業

• 小さなチャートオブジェクトや船舶など、操船中の要因の見落とし

4/25/2022 [Organization Chart]

衝突・座礁回避システムはなぜ必要？
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AIMとは?

• AIM（Advanced Intellectual Maneuvering）は、衝突と座礁の回避に必要な追加情報を提
供する意思決定支援システムです。簡単に言えば、標準的なARPAおよびトライアル操船
に対する賢明な追加機能です。

• COLREGと優れた海洋慣行を考慮しています。

• AIS、ARPA、チャートを使用しています。カメラ等、他のセンサーはリクエストに応じ
て追加可能です。

• 避航操船における全ての工程をカバーします

• 状況監視

• 問題の検出

• 操船方法の提案

• 操船実行のモニター
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AIMの使用法

安全パラメータ
の設定

状況監視
操船方法の
提案

操船方法の選
択

操船方法の受入 操船の実行
ルートへ復
帰
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AIM：インストールと構成

GPS,

Log,

Gyro,…

ARPA

AIS

光学センサー
類など (将来)

ターゲット
フュージョン

センサー
フュージョン
(将来)

ECDIS

及び
レーダーコン
ソール:

操船方法承認
(将来)

注：レーダーコンソール近傍への設置が理想的です。

輻輳海域での混雑予測
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AIM: GUI デモ
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AIM: トラックプリディクター

ポイント：AISトラックと特定海域の操船習慣
に基づいて将来の軌道を予測します。

• システムが実際のターン開始の15分前に、周
囲の船がいつターンするかを通知します。
したがって、平均予測誤差は、従来のDR

（「一定コース、一定速度」）推定と比較し
て半分になります。

• ブリッジチームにとって、これは意思決定に
利用できる時間が約2倍になることを意味し、

他の船舶の予期せぬ操船によるストレスやミ
スの減少につながります。まるで地元の水先
案内人の支援を受けているかの様な信頼感が
得られます。
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船舶周辺の安全領域は、地域の交通統計に基づいて構築されています

洋上での安全領域 港湾エリアの安全領域 輻輳海域での安全領域
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ネクストステップ

79

▪ FOSの追加モジュールとして間もなく発売開始予定です

▪ ご期待下さい

Machinery Analytics まとめ

▪ データが可視化でき、共有できれば、オフハイヤーリスクなど改善の余地が広がる

▪ 機器メーカーを問わず船ごと、フリートごとのデータを一覧表示できる

AIM まとめ
▪ 意思決定支援システムでクルーの負担を軽減し、運航の安全性を高める

▪ COLREGのみならず
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FOS に関してのお問い合わせ
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バルチラジャパンのブース

東５ホール 5G-07、担当 福島 までお申し付け下さい
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2. バルチラボヤージュからのお知らせ
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バルチラ・ボヤージュからのお知らせ
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バルチラ・ボヤージュは、日本の海洋産業向けのオープンデジタルプラットフォームを提供する日
本企業であるマリンドウズ社への出資を完了しました。

マリンドウズとバルチラ・ボヤージュは世界の海洋産業における脱炭素化と効率化を加速する手段
としてのデジタル化の重要性をビジョンとして共有している、コラボレーションに最適なパート
ナーです。また、この動きはバルチラボヤージュの日本市場への取り組みの強化にも貢献します。

マリンドウズとバルチラ・ボヤージュの協調関係は、船舶の最適化と自律化を含む分野のコラボ
レーションを通じて、日本市場に大きな価値を生み出します。船内および陸上で使用されるアプリ
ケーションのデジタルエコシステムを活用することで、より安全で環境に優しく、より効率的な運
航を可能にする相乗効果をもたらし、両社が市場にもたらすメリットの一部と位置付け、新たな価
値の創出と製品の開発を進めて参ります。

今後ともよろしくお願い申し上げます。




